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電線着氷の研究(珠報)努

吉田 )1慎五勺荒川 淳柑

1.緒 =-
酉

北福道ニセコアンヌプリ八合目附近に電椋を架設じ電椋着氷の研究を行った・電線。着ヌij(には

雨や雪が凍りついて出来るものと，樹氷と同様に霧や水蒸気が諜結して出来る霧氷型とがある・
(1) 

現場に於てこれらの着氷を詳しく観察した結果が大北至盛氏に工って報告されている・今ととに

報告するのは専ら霧氷型の着氷についてである・

電椋の架設は札幌、選信局の手で行はれ，いろいろ左足程類の電信棋を6本張った・

スパン 30mで，各線の仕様は下の遇である・

第1番線 硬 車問

第2// ぷ'

第3// アルミ=ウム

第 4 // 硬

第5 // 

第6//鎖

{可れも裸線である・

主同

F 

直径 3.5mm

// 2.7 // 

// 3.2 // 

// 2.9 // 

// 2.0 // 

// 4.5 // 

2. 観測方法

随時着氷-!'!k態を観察すると共に，毎日 11時に6本の椋全部について弛度，着7K量，着氷長

さ，着氷横断面の形をとった・弛吏は長い棒の先に物指の目盛をつけ，一人がそれを持って雨支

賠の中央に立ち，電線、の近くでそれを上下する・他のー人は一方の支駐の所に眼を添え，物指の

先端と他の支賄とが同一腕棋に来たときに合圃をする・とのときの物指の先端から，電棋の高さ

迄の距離が弛度とたる・着氷量とは電椋の車位長さに就いての着氷の質量の意味に用いた・トグ

シ銀で長さ 35cmの細長い函を作り之を電娘に添えて函の長さだけの着氷を取外して函の中へ

落す.後，とれを秤量しとれを 1mの長さのものに換算した・着氷は，所々，電綜から剥落ナ

るので着氷りある部分と全然無い部分とが出来る・着氷長さとは，此の着氷のある部分の組和の

持 北海道大率低温科事研究所業績第22援.

制 低f昆科著書研究所.

(1) 大北~盛: 雲氷， 5 (昭和 18年)， 1，2，3主党.



32 吉田順ヨZ・荒川 淳

意味である.併し考察に便宜の潟，長さそのもので出さヂ，電線の杢長に封ずる割合を%を以つ
ま達

;1て表わすとととした・着文j(横騎面の形は，着氷室を測る時l乞取外したものに就いて調べた.大瞳

Eの見取園をとると共に寸法を計った・

第3番棋には第1園の様主主張力計をつけて，張力を蓮績的に記録した・電棋の張力をスプリン

グ Sにかけ， sの縮みを挺子 Lに工って棋大L同韓国筒 Dに記録せしめる・言己銭用ベンの動

きは張力 1kg に劃しても

O.4mmである・電線の

端を宣接張力計につ主主ぐ

と，電棋の方向は着氷と

共;乞下向きに左るの官、，

スプリングの軸の方向と

電椋の方向とを常に一致

せしめて置く事が出来志

い・それで，固に示した 第 i国援カ計

吊

線

通り P黒占で電椋を曲り易v>撚線で、吊った・ とのfot，張力計に表われる張力は電棋の眼力よりも

小さく主主るが， P黒占の南側に於ける電続、の方向と吊線の方向との聞の角を測定しておけば，張力

計に示された値から賢際の電椋の張力を計算に上って求める事が出来る・

3.観測結果

弛度第 2園は毎日の11時観測の弛度を表わしたもので，積に日をとり，縦に弛度を cmで

示す. efoPがその時の弛度であるが，日を捧んで時々着氷を杢部取除いた・着氷を取除げば弛E主

力1小さくたるが，その11査を×印で表わしてある・例えば，第 14日の1番線に於て，着氷した電

椋の弛度は 70cmであったが，着氷を取去った後には 39cm ¥'L減じた・叉，同巳く 1番棒、の第

7日の所に・foPの」こにA印がつけてある・ー印はその日の観測値であるが，此の値を測定した後，

電線の中央部を手で握って強〈引下げてから千を離した後の弛度、を......印で、表わした・岡田 2呑棋

のA 印も同じ意味である・

日附を表わす横軸に添って太い線を所々引いてあるが p とれは電椋が着氷して居7と時ーを示して

居る・着氷すると雷然弛度rJ:増ずか，その着氷を取去っても弛度は奮の値に返ら主主い・第6日に

は電棋は可成り着氷L，弛度も可成 i)増加している・此の時は着氷を除去したので、あるが，その

後も弛度は 10cm以上残っている・但L3'罫椋のアルミニウム綜だけは例外として殆んと曹の

値に戻っている・第7日には電棋は苦氷して居泣かったが，電tftを手で押し下げて離し， ......印の
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34 吉岡順五・荒川 淳

弛度Zと得た・その後着氷の無い日の弛度は殆んどA印の値と同じである・ ~pち，着氷を除けli

略主奮ヘ返るのである・ 3番のアルミニウム椋だけは架設したときの最初の弛度に常に戻ってい

る.

5番線は第5日に弛度 110Cm ~亡達L，向弛度が増加しつ).. ，翌 6日には切れて居た・第 24

日にも，とれは切断したがその時の弛度は不明である・ 3番のアノレミニウム線も，やはり第 24

日に切れたが，張力計の記録から張力 100kgのときに切断した事i点字!Jった・との日，・着氷は激

しかったが 3 風はそれ程ぴどくはた主かった.

着水量: 第 3固に示す・横軸は日を，縦軸は着氷室を grjmで表わしてある.同じ臼に属す

る6個の賄のうち，一番左の黒園の貼が1番線，女の白園の貼が2番線，以下女々に3番，4呑，

1∞ 
.ーーーーーーー「

800 

600 

400-1 

第 3富・完雪 氷 量

gr/m 

1600 

1400 

1200 

a:玄D-25 26 1] 

6呑線である・一番右は6番線の鎖線があるが，とれは特に黒園を環で、園ん7之、印で、表わした・黒

園の賠は賀線で 3 白園の貼は破椋で，-各電親、毎に繋いで、あるが， 6番校、の印は太い費棋で繋いだ.

6本の電椋共略主同じ着氷室を示して居るが p 唯6若干椋の鎖線だけは，他の諒が杢部着クjえして

居るにも拘らすら杢烈着氷して居たい場合が多い. 例えば，第 8，9， 14， 23日たどである-!第

24日には，第 6番綜も他の線と同様着氷量が多いが，賓は此の場合着氷長さは他の電椋に比べ
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て非常に少いのである.その有様は第4圏によ〈現われτいる・

35 

着氷長さ.第4園.表示の仕方は第3固と同じである.1番掠から 5番線迄は互に略主同様で

あるが，第6呑娘7之、けは着7J(長さ 0%のととか多いJ第 25日の着氷量の多い日には，他の電線

%1 
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第 -4園業氷長さ

は着氷長さ 80%以上，又は切断であるのに封して，第6番線は 30%の着氷長さしか示さたい.

需雪氷量及び着氷長さについて得られた結果から鎖線は着氷を剥落し易いと云う事が云われる.

鍛椋も着氷L芝居る時には他の線に比較して着氷量がそれ程少とはたいから，若氷の成長速度は

他の棋に於けると同じである.それ故，着フ1<.長さが小さい時が多いと云う事は剥落し易いととを、
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示すわけである.倫，此の剥落は，着氷量が大きくたってから始めて起るのである.着氷室の少

い第 15，16， 18， 19日などには鎖椋も亦着立]，長さ 9D%であるが，着jJ(量の多い第 8，9， 14， 

23， 24日には着;iJ(長さはOで 3 最後の第 24日だけが 50%である.

着氷室と着氷長さとの積は(着氷長さを%でたく資長で表わして)，電椋の全長についての着氷

室， 1Mち着氷杢宣とも云う可きものにたるが，鏡椋に於ては此の着氷杢量が小さいわけである.

着氷断面:今迄と同様3 横軸l乞日をとり，各電線についての着氷横断両の輪廓を書表わしたのf

が第5固である.黒い園は針金の位置を示す.特に目立つ事は， 5番親に於ては針金を中心とし

て封稿的に着氷ずる事が多く， 6番線で、は針金を支騎として一方向にのみ着氷が延び出して居る

ととでるる.5番棋の着氷卸ち園筒形iて着いたものが一番剥落し難い型式で， 6番組の場合が最

も剥落し易い型式であることは明かで、ある.1-4番掠は 5呑線の型にj互い.

第6園は着立Kの構誌をスケツチしたも

のである・ WI士電線を表わL，矢印はと

れらの着:7Jえを取外した嘗時の風向きを示

ナ. (a) と (b)とは同一物で， (a)は

横断面， (b)は縦断面を表わしている.

とれは，第5若手椋によく出来る電椋を中
(a) j

 

z
b
 
(
 

w 
~ 

(c) 

第白園清氷の構主主

心として園筒形に護遣する着;iKで、，中心

部はとド透明の氷，外殻は白色不透明の不

規則主主形の肉厚の氷である.外殻は風を

迎える様f:J:.形を示して居る7J13中心部の

氷には筋があって中心から略 Z 放射!lJ~に

債がって居る・着氷の初期で，ラ!ミアさ着氷室:が少い間;む第5園第6日の 2番線， 3番線のような

形をしていて，白色不透明であろ・とれが筏には透司王椴密主主氷に援化じて中心部の氷と主主るので

あるが，此の様l'L中心部の氷が不透明たヌlえから透明主主;iKに護るのは，ヨたの様主主機構によるものと

思わK1.~・着氷ちて成長しつつあるときは，その表面に於て凝縮が皇警に起るltに，潜熱によって表

商の温度が昇~.中心部には金属の針金ちて通り，それを惇わっても熱が逃げるであろうし，擬結

は主として風に向う面で起り，反封側では徐 1)激しくないから，此の方向からも熱が逃げてに凝

縮の盛主主表面の部分に比べれば内部の方が温震が低〈主主る.それで‘表面に近い部分の氷が蒸瑳し

て，不透明な氷の殻の隙間を通って内部に建して凝縮する.とのJ.，t，内部の氷はその隙聞をフKで

充される様lτ訟って透明にたる.

、第6園の (c)は， 5番線、と同じ硬銅の針金を自主主風洞，0中に強く張って置いたとき出来た着水
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である・自然風洞の中では風の方向が一定して居り P 叉此所に用いた針金も短いものを強〈張っ

たのであるから張れたり曲ったりする事は泣い・とのようにすればp 同じ太さの硬銅線、でも園に

見る様に風上の方に向ってだけ着7Jえが延びるので、あって， 6番棋の鎖椋についた着氷工りも更に

方向性が強く現われる.とれ等のととから (a)のようた剥落L難い型の氷が着くのは電椋が風に

揺られp 叉授られ，風上Y乙面ずる側が始路建o震と考えられる・太い鎮椋主主らば揺られたり授ら

れたりする度合が少い.しかし，針金と着氷との結合は可成り丈夫で、はあるが，着氷と針金との

聞に杢黙滑りが起らすさ?皐に針金が振れるだけで常に新しい側面が風土に向い， (a)のように整

った封稽性の輪廓が出来るとは少し考え難い.着氷?Jて護達した後は針金と着氷との聞に滑りが起

って，針金は或る程度以上は摂れや着7Jえが同轄するので、は友いかとも考えられるがp それは未だ

確めたかった.

此の研究は札幌遅i言局から委嘱された電線着クK防止の研究の第1報であって，電線架設共の他

については札幌逓信局から多大の援助を受けた・叉とれは北大中谷宇吉郎教授の指導の下に行わ

れたものである.と Lに感謝の意を表記する.

4.要約

2.D} 2.7， 2.9， 3.5mmの硬銅線4本， 3.2mmのアルミ=ウム椋1本， 4.5mmの鎖椋1本

を同じ傍件の下に 30mのスパシに張り渡L，各電椋の着氷){J¥態を調べた・着水の生成について

は各棋とも田I各主同じであるがy 鎖械のみは非常に着氷を剥落し易いととが宇IJった.これはp 着氷

の型式か鎖線l乞於ては他のものに於げるのと異る昂である.

• 
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